
２０．外来でがん化学療法を行った延べ患者数 (件）

２１．無菌製剤処理料算定件数 (件）

２２．褥瘡発生率 (％）

２３－１．手術あり肺血栓塞栓症予防対策実施率 (％）

２３－２．手術あり患者の肺塞栓症の発生率 （％）

定義： 肺塞栓症リスクの高い患者に対する、予防対策の実施割合

算式： 分子： 危険因子手術を行った患者数
　　　　 分母： 危険因子手術を行い、かつ、続発症として肺塞栓症を
　　　　　　　　 発症した患者数

定義： 肺塞栓症リスクの高い患者に対する、肺塞栓症の発生率(％)

定義： １年間での、褥瘡発生率
　　　　 ( 入院してから新しく褥瘡を作った患者比率(％))

算式： 分子： 危険因子手術を行った患者数
　　　　 分母： 危険因子手術を行い、且つ、抗凝固療法薬を使用した
　　　　　　　　　または管理料を算定した患者数

算式： 実数

定義： 「第６部注射通則６ 外来化学療法加算」の算定件数

算式： 実数

定義： 「G020 無菌製剤処理料」の算定件数
　　　　 入院診療と外来診療の合計

算式： 分子： １年間の褥瘡発生患者数
　　　　 分母： 年間入院患者数
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